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付  録（Appendix） 

 

 

 付録には、5 名の全被験者について、発話速度と「子音長対先行母音長の比」、「子音長

対先行モーラ長の比」及び「子音長対後続母音長の比」との関係を表す散布図を載せてあ

る。 

 

A  子音長対先行母音長の比  

A.1  VOT を子音部と見なした場合  

A.2  VOT を母音部と見なした場合  

 

B  子音長対先行母音長の比  

B.1  VOT を子音部と見なした場合  

B.2  VOT を母音部と見なした場合  

 

C  子音長対先行母音長の比  

C.1  VOT を子音部と見なした場合  

C.2  VOT を母音部と見なした場合  

 

 また、本論文の本文中で例示した散布図もこの付録にそのまま再録されている。 

東京外国語大学博士学位論文 Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



 
 

 118 

 

 

 

A  子音長対先行母音長の比 

 

A.1  VOT を子音部と見なした場合 
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図 A.1.1 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 A.1.2 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 A.1.3 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 A.1.4 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 A.1.5 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 A.1.6 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 A.1.7 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 A.1.8 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 A.1.9 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 5 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 A.1.10 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 5 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 A.2.1 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 A.2.2 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 A.2.3 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 A.2.4 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 A.2.5 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 A.2.6 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 A.2.7 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 A.2.8 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 A.2.9 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被
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図 A.2.10 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行母音長の比率」と語長との関係（被
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図 B.1.1 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 B.1.2 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 B.1.3 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 B.1.4 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /s/、「これが＿＿です」） 

 

東京外国語大学博士学位論文 Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



 
 

 145 

/p/ /t/

y = 0.0009x + 0.4744

R 2 = 0.5911

y = -0.0002x + 0.5466

R 2 = 0.0192
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/papa/ /paQ pa/

y = 0.0011x + 0.4216

R 2 = 0.8677

y = 0.0003x + 0.3536

R 2 = 0.4192
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/tata/ /taQ ta/

y = 0.0009x + 0.503

R 2 = 0.6068

y = -0.0001x + 0.5397

R 2 = 0.0206
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/pape/ /paQ pe/

y = 0.0009x + 0.5191

R 2 = 0.5588

y = -5E-05x + 0.5248

R 2 = 0.0092
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/pepa/ /peQ pa/

y = 0.0008x + 0.5244

R 2 = 0.4571

y = 0.0002x + 0.4382

R 2 = 0.056
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/pepe/ /peQ pe/

y = 0.0009x + 0.5549

R 2 = 0.6405

y = 0.0002x + 0.4319

R 2 = 0.1247

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/tate/ /taQ te/

y = 0.0009x + 0.4959

R 2 = 0.7041

y = -4E-05x + 0.4634

R 2 = 0.0078
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/teta/ /teQ ta/

y = 0.0008x + 0.6372

R 2 = 0.5506

y = 0.0002x + 0.4496

R 2 = 0.1704
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/tete/ /teQ te/

 

図 B.1.5 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 B.1.6 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 B.1.7 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 B.1.8 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 B.1.9 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 5 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 B.1.10 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係

（被験者 5 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 B.2.1 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 B.2.2 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 B.2.3 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 B.2.4 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 B.2.5 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 B.2.6 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 B.2.7 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 B.2.8 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 B.2.9 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係（被

験者 5 /p,t/、「これが＿＿です」） 

東京外国語大学博士学位論文 Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



 
 

 161 

/s/

y = 0.0021x + 0.2179

R 2 = 0.8543

y = 0.0014x + 0.0002

R 2 = 0.6406

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sasa/ /saQ sa/
y = 0.002x + 0.2298

R 2 = 0.8864

y = 0.0007x + 0.2455

R 2 = 0.24250.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sase/ /saQ se/

y = 0.0019x + 0.2815

R 2 = 0.8645

y = 0.0013x + 0.0277

R 2 = 0.4797
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sesa/ /seQ sa/

y = 0.0021x + 0.2064

R 2 = 0.935

y = 0.001x + 0.1724

R 2 = 0.3559

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sese/ /seQ se/

y = 0.0005x + 0.511

R 2 = 0.3784

y = -0.0008x + 0.7204

R 2 = 0.3696

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sasa/ /saQ sa/

y = 0.0007x + 0.4631

R 2 = 0.6697

y = -0.0001x + 0.5265

R 2 = 0.0195
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sase/ /saQ se/

y = 0.0009x + 0.3379

R 2 = 0.4706

y = -0.0002x + 0.5212

R 2 = 0.0437
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sesa/ /seQ sa/

y = 0.0009x + 0.4125

R 2 = 0.4929

y = 0.0002x + 0.4375

R 2 = 0.0265
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sese/ /seQ se/

 

図 B.2.10 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対先行モーラ長の比率」と語長との関係

（被験者 5 /s/、「これが＿＿です」） 
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C  子音長対後続母音長の比 

 

C.1  VOT を子音部と見なした場合 
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図 C.1.1 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /p,t/、「これが＿＿です」） 

東京外国語大学博士学位論文 Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



 
 

 164 

/s/

y = -0.0003x + 2.3536

R 2 = 0.0114

y = -0.001x + 1.1863

R 2 = 0.3844
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sasa/ /saQ sa/

y = -0.0016x + 3.1263

R 2 = 0.2273

y = -0.0012x + 1.475

R 2 = 0.21940.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sase/ /saQ se/

y = 0.0003x + 1.9982

R 2 = 0.0228

y = -0.0014x + 1.3303

R 2 = 0.5145
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sesa/ /seQ sa/

y = -0.0009x + 3.0331

R 2 = 0.0606

y = -0.0023x + 1.9177

R 2 = 0.44840.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

100 200 300 400 500 600 700 800

比率

語長m s

/sese/ /seQ se/

 

図 C.1.2 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 C.1.3 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 C.1.4 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 C.1.5 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被
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図 C.1.6 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 C.1.7 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被
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図 C.1.8 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被
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図 C.1.9 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被
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図 C.1.10 VOT を子音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被
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C  子音長対後続母音長の比 

 

C.2  VOT を母音部と見なした場合 
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図 C.2.1 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 C.2.2 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 1 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 C.2.3 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 C.2.4 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 2 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 C.2.5 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 C.2.6 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 3 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 C.2.7 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 C.2.8 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 4 /s/、「これが＿＿です」） 
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図 C.2.9 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 5 /p,t/、「これが＿＿です」） 
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図 C.2.10 VOT を母音部と見なした場合の「子音長対後続母音長の比率」と語長との関係（被

験者 5 /s/、「これが＿＿です」） 

 

 

東京外国語大学博士学位論文 Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)




